
  

 

～ 平成 27 年度 前期学校評価 結果の概要 ～   〈７月 実施 回答率 98％〉 

裏面では，今年度前期の学校評価結果の概要をお知らせします。今年度は，評価委員会全体で「教職員・児童・

保護者の評価の『ずれ』から課題を見出す」という方法で分析に取り組みました。各項目のグラフはホームページ

に掲載しますので，合わせてご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜まとめ＞ 全体的に，これまでと同じように回答率も回答内容も高い評価でしたが，丁寧に見ていくと，上記の

ようなずれが見つかりました。その意味を考え，日々の取組に活かしていきたいと思います。また，個別にいただ

いたお声の中にも，参考になることがありました。ありがとうございました。 

今後とも「学校・家庭・地域が，それぞれの教育力を発揮したり，補い合ったり，高め合ったりすることを目指

して現状を振り返る機会とする（学校評価のねらい）」ように，学校評価を活用して参りますので，ご協力をお願

いいたします。 

児童自身は，人の話をしっかり聞き，読書に親しみ，

人の話を聞いたり，自分の思いを話したりすることがで

きていると感じている回答がほとんどで，「勉強が分か

り，元気に楽しく学校生活を送っている」様子がうかが

えます。自分から挨拶をし，学校のきまりや約束を守

り，人にやさしくし，掃除を頑張っている，と多くの児童

が考えています。しかし，教職員も保護者も各項目に

対して児童が思っているほど評価は高くありません。

ひとりひとりが努力していることは確かなので，大人が

「どこまで求めているか」をわかりやすく具体的に示し

てやることが大切だと考えます。 

教職員の自己評価では「わかる授業を行っている」と「読書習慣の形成を進めている」が高いですが，「わかる

授業」に比べて「読書習慣の形成」がやや低くなり，指導の余地を感じています。挨拶，そうじ，安全な行

動についても，まだまだ指導の必要を感じています。ほとんどの項目で，教職員よりも児童のほうが「で

きている」と回答していますが，「児童と話しやすい関係を築いている」という項目では，児童・保護者の評価が

低く，もっと教師と子どもが対話することを望んでおられるのがわかります。今後は，さらに個に応

じた声かけや支援，保護者とのきめ細かい連絡を心がけたいと思います。 

保護者の方の回答でも「楽しく学校生活」

「基礎的・基本的な学力」「元気」は評価

が高く，児童の実感と共通しています。

しかし，保護者の方から見ると，児童が

思うほど，読書習慣や家庭学習の習慣，

挨拶，整理整頓，基本的生活習慣や安全

な行動はできていないと評価されていま

す。学校でできるようになった姿が実際

の生活で生きるようにするために，学校

と家庭で学びの連続性や共育という意識

での連携が必要だと考えます。 
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